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私
は
天
体
の
動
き
は
計
算
で
き
る
が
、
人
々
の
狂
気
は
計
算
で
き
な

い
。

（
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
一
七
二
〇
年
）

　

ニ
ュ
ー
ト
ン
は
理
性
の
時
代
に
属
す
る
最
初
の
人
で
は
な
か
っ
た
。

彼
は
最
後
の
魔
術
師
で
あ
り
、
…
（
遺
稿
の
）
筆
跡
か
ら
判
断
し
て
最

も
初
期
の
も
の
に
属
す
る
大
き
な
部
分
は
、
錬
金
術
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
…

　

片
足
は
中
世
に
置
き
、
片
足
は
近
代
科
学
へ
の
途
を
踏
ん
で
い
る
、

こ
の
よ
う
な
入
り
混
じ
っ
た
異
常
な
研
究
の
う
ち
に
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
は

そ
の
生
涯
の
第
一
段
階
を
、
す
な
わ
ち
、
彼
が
本
当
の
仕
事
の
す
べ
て

を
し
た
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
）
ト
リ
ニ
テ
ィ
（
・
カ
レ
ッ
ジ
）
に
お

け
る
生
活
の
時
期
を
過
ご
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
Ｊ
・
Ｍ
・
ケ
イ
ン
ズ
「
人
間
ニ
ュ
ー
ト
ン
」、
一
九
四
二
年
、 

ケ
イ
ン
ズ
全
集
第
一
〇
巻
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
所
収
、

カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
）

一
　

昨
年
（
二
〇
二
〇
年
）
は
、
南
海
泡
沫
事
件
（the 

South Sea Babble

）
が
起
こ
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
〇

〇
年
目
で
あ
っ
た
。
こ
の
投
機
的
狂
乱
と
崩
壊
は
、
オ
ラ

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕

ア 

イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
南
海
泡
沫
事
件

（
サ
ウ
ス
・
シ
ー
・
バ
ブ
ル
）

佐　

賀　

卓　

雄
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ン
ダ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
バ
ブ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
シ

シ
ッ
ピ
・
バ
ブ
ル
と
並
ん
で
、
歴
史
上
初
め
て
「
バ
ブ

ル
」
の
名
を
冠
し
た
初
期
の
大
衆
の
狂
気
と
し
て
歴
史
に

名
を
残
し
て
い
る
。

　

南
海
泡
沫
事
件
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
株
式
会
社
発
展

に
極
め
て
抑
制
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
、（
独
占
的
特
権
を

付
与
さ
れ
た
）
株
式
会
社
に
徹
底
的
な
批
判
を
加
え
た
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
諸
国
民
の
富
』（
一
七
七
六
年
）
を

根
拠
に
、
一
九
世
紀
半
ば
に
な
っ
て
も
、
特
に
有
限
責
任

制
の
弊
害
が
主
張
さ
れ
、「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
亡
霊
が

徘
徊
し
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
株
式
会
社
の
発
展
を

阻
害
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ッ
ケ
イ
［
一
八
五
二
］
の
よ
う
に
、

投
機
的
狂
乱
だ
け
で
は
な
く
、
人
殺
し
や
魔
女
狩
り
、
は

て
は
宗
教
的
激
情
も
ひ
っ
く
る
め
て
大
衆
の
狂
気
と
呼
べ

ば
、
投
機
は
人
間
の
本
性
に
根
差
す
非
合
理
性
の
現
れ
と

み
な
す
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
ら

ゆ
る
物
事
に
は
そ
の
原
因
が
あ
る
。
原
因
と
結
果
の
因
果

関
係
を
知
り
た
い
と
思
う
の
も
人
間
の
好
奇
心
の
自
然
な

発
露
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
南
海
バ
ブ
ル
に
つ
い
て
も
、
計

量
経
済
史
の
分
野
に
お
い
て
、
本
格
的
な
研
究
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
き
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
の
分

析
だ
け
で
は
な
く
、
投
機
に
参
加
し
た
投
資
家
の
行
動
に

つ
い
て
も
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
投
機
的
ブ
ー
ム
に

一
定
の
役
割
を
果
し
た
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
、
ア
イ

ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
そ
し
て
時
代
は
少
し
遡
り
直
接

の
関
り
は
な
い
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
遺
稿
の
一
部
を
手
に

し
、
そ
の
研
究
内
容
に
驚
愕
し
た
Ｊ
Ｍ
ケ
イ
ン
ズ
と
い

う
、
歴
史
上
、
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
彼
ら
の
関
り
を
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
投
機
的
狂
乱
の
一
断
面
を
照
射

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
　

一
七
一
九
年
頃
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ

リ
ス
に
お
い
て
相
次
い
で
投
機
的
熱
狂
が
生
ま
れ
た
背
景

に
は
、
国
家
債
務
の
累
積
と
束
の
間
の
平
和
に
よ
る
経
済

的
繁
栄
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
絶
え

間
な
い
国
家
間
の
戦
乱
に
よ
り
財
政
的
に
疲
弊
し
て
お

り
、
財
政
再
建
が
火
急
の
課
題
で
あ
っ
た
（
イ
ギ
リ
ス
の

一
八
世
紀
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
六
、
三
〇
〇
万
ポ
ン
ド
、
公
債

転
換
計
画
で
あ
る
「
南
海
計
画
」（the South Sea 

Schem
e

）
で
は
、
一
七
一
九
年
九
月
時
点
で
の
公
債
発

行
残
高
約
五
、
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
七
九
・

四
％
で
あ
る
）。
そ
の
一
方
で
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
の
締

結
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
（
一
七
〇
一

－

一
四
年
）

は
終
り
を
迎
え
、
よ
う
や
く
一
時
的
な
平
和
を
迎
え
る

が
、
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
条
約
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
領
植
民
地

に
食
い
込
む
契
機
を
え
る
の
で
あ
る
。

　

一
七
一
一
年
に
設
立
さ
れ
た
南
海
会
社
は
、
ス
ペ
イ
ン

領
南
ア
メ
リ
カ
植
民
地
と
の
奴
隷
取
引
を
中
心
に
地
域
的

貿
易
独
占
権
を
付
与
し
た
国
王
の
特
許
状
に
よ
る
特
権
的

株
式
会
社
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
争
状
態
に
あ
っ
た
ス

ペ
イ
ン
の
植
民
地
と
の
貿
易
な
ど
当
て
に
な
ら
な
い
か

ら
、
そ
の
事
業
か
ら
の
収
益
は
微
々
た
る
も
の
で
、
南
海

会
社
の
株
式
と
転
換
し
た
国
家
の
流
動
債
を
資
本
金
（
約

九
四
七
万
ポ
ン
ド
）
に
組
み
入
れ
、
国
が
支
払
う
年
六
％

の
金
利
と
〇
・
八
万
ポ
ン
ド
の
管
理
費
が
収
入
の
大
部
分

を
占
め
る
投
資
会
社
で
あ
っ
た
。

　

一
七
一
九
年
に
、
同
じ
く
膨
大
な
国
家
債
務
を
抱
え
て

い
た
フ
ラ
ン
ス
で
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
が
財
政
再
建
プ
ラ
ン

（
ミ
シ
シ
ッ
ピ
・
ス
キ
ー
ム
）
に
取
り
組
み
始
め
た
。

ロ
ー
は
イ
ン
ド
会
社
（
後
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
会
社
）
に
よ

る
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
事
業
の
有
望
性
を
喧
伝
す
る
一

方
で
、
そ
の
株
式
発
行
に
よ
り
壮
大
な
国
債
一
括
償
還
を
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図
り
、
そ
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
銀
行

（Banque Royale

）
に
よ
る
銀
行
券
発
行
を
組
み
合
せ

た
。
こ
の
正
貨
の
裏
付
け
の
な
い
紙
幣
に
よ
る
信
用
供
与

は
大
衆
の
熱
狂
的
な
投
機
熱
に
火
を
付
け
、
一
七
一
九
年

五
月
頃
に
は
三
〇
〇
リ
ー
ブ
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
株
価
は

急
騰
し
、
年
末
に
は
一
万
八
、
〇
〇
〇
リ
ブ
ー
ル
に
達
し

た
。

　

こ
の
成
行
き
を
み
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
有
力
者
（
後
に

保
守
党
に
な
る
ト
ー
リ
ー
党
）
は
同
様
の
ス
キ
ー
ム
を
画

策
す
る
。
一
七
二
〇
年
四
月
七
日
に
南
海
会
社
公
債
整
理

法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
南
海
計
画
で
は
、
五
、
〇
〇
〇
万

ポ
ン
ド
の
公
債
の
う
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
東
イ
ン

ド
会
社
、
お
よ
び
南
海
会
社
が
保
有
す
る
も
の
を
除
く
約

三
、
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
の
公
債
を
南
海
会
社
の
株
式
と
時

価
で
交
換
す
る
。
南
海
会
社
は
転
換
し
た
公
債
の
額
面
に

等
し
い
株
式
を
発
行
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る
。
南
海
会

社
は
一
七
二
七
年
以
降
保
有
す
る
公
債
全
体
に
つ
い
て

五
％
か
ら
四
％
へ
の
利
下
げ
に
同
意
す
る
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。

　

政
府
に
と
っ
て
は
利
下
げ
に
よ
っ
て
財
政
負
担
が
軽
減

で
き
る
し
、
南
海
会
社
は
株
価
が
高
く
な
る
ほ
ど
発
行
株

式
か
ら
の
資
金
調
達
が
可
能
に
な
る
構
造
で
あ
っ
た
。
こ

れ
が
南
海
会
社
が
南
海
貿
易
の
将
来
性
を
喧
伝
す
る
一
方

で
、
政
府
要
人
な
ど
を
中
心
と
し
て
贈
収
賄
や
優
遇
措
置

に
よ
っ
て
株
価
を
吊
り
上
げ
よ
う
と
し
た
動
機
で
あ
っ

た
。

　

こ
こ
で
登
場
す
る
の
が
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
歴
史
に
名
を
残
す
ダ
ニ
エ
ル
・

デ
フ
ォ
ー
で
あ
る
。
デ
フ
ォ
ー
は
小
説
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・

ク
ル
ー
ソ
ー
』
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
元
来
は
当
時

の
情
報
の
た
ま
り
場
で
あ
っ
た
「
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
」⑴

な
ど
を
徘
徊
し
て
政
治
・
経
済
記
事
を
ま
と
め
る
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
政
治
的
に
は
節
操
の
な
い
御
用
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
生
涯
に
夥
し
い
数
の
記
事
を
書
い
て
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い
る
が
、
そ
の
中
に
は
南
海
貿
易
に
関
す
る
も
の
も
あ

る
。

　
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
は
南
海
の
孤
島
に
流

れ
着
い
た
漂
流
者
の
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
舞
台
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
オ
リ
ノ
コ
川
河
口

近
く
の
無
人
島
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス

ペ
イ
ン
に
対
し
て
南
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
化
に
出
遅
れ
た

後
発
国
で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
、
未
だ
ス
ペ
イ
ン
が
支
配

下
に
置
い
て
い
な
か
っ
た
、
豊
富
な
真
珠
と
金
銀
の
産
地

と
み
ら
れ
て
い
た
ギ
ア
ナ
地
域
を
植
民
地
化
す
る
た
め
の

情
報
宣
伝
の
役
割
を
こ
の
小
説
は
担
う
こ
と
に
な
っ
た

（
詳
し
く
は
、
山
田
［
二
〇
〇
八
］、
第
六
章
、
を
参
照
さ

れ
た
い
）。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
こ
の
小
説
は
、
豊

か
な
希
少
資
源
を
持
っ
た
未
知
の
南
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る

国
民
の
憧
憬
を
煽
る
上
で
絶
大
の
効
果
を
持
ち
、
南
海
会

社
株
ブ
ー
ム
に
一
役
買
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
は
近
代
合
理
主
義
を

体
現
し
た
イ
ギ
リ
ス
中
産
階
級
の
人
間
類
型
を
描
い
た
も

の
と
し
て
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー

バ
ー
、
そ
し
て
大
塚
久
雄
な
ど
が
高
く
評
価
し
て
き
た⑵

。

ま
た
、
近
代
経
済
学
者
も
、
資
源
配
分
の
原
始
的
な
形
態

の
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
小
説
が
執
筆
さ
れ
た
背
景
と
動
機
に
つ

い
て
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

三
　

英
仏
両
国
に
お
け
る
バ
ブ
ル
は
、
間
も
な
く
事
業
の
実

態
の
な
い
虚
構
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
投
資
家
の
投
売

り
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、
大
衆
の
怒
り
を
買
う
こ
と
に
な

る
。
当
時
の
新
聞
や
雑
誌
に
は
、
自
殺
や
夜
逃
げ
、
破
産

な
ど
の
事
件
が
連
日
、
報
じ
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ョ

ン
・
ロ
ー
は
行
方
を
く
ら
ま
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
南
海
会

社
か
ら
賄
賂
や
優
遇
を
受
け
て
い
た
政
府
の
高
官
に
対
す



6―　　―

証券レビュー　第61巻第10号

る
厳
し
い
責
任
追
及
が
続
い
た
。

　

こ
こ
で
、
も
う
一
人
の
高
名
な
科
学
者
が
登
場
す
る
。

単
独
で
、
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
が
ペ
ス
ト
禍
に
あ
り
、
生
ま

れ
故
郷
に
疎
開
し
て
い
た
約
二
年
（
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
二
二

－

二
三
才
の
時
で
あ
る
）
の
間
に
、
微
積
分
、
古
典
力
学

の
体
系
を
完
成
さ
せ
た
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
で
あ

る
。
そ
う
い
え
ば
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
一
九
〇
五
年

に
そ
れ
ぞ
れ
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
業
績
と
い
わ
れ
る
四
本

の
論
文
を
一
気
に
書
き
上
げ
（
実
際
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

の
論
文
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
対
象
に
な
っ
た
）、「
奇
跡

の
年
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
偶
然
は
準
備
の
で
き
て
い

な
い
者
に
は
微
笑
ま
な
い
」（
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の

科
学
者
ル
イ
・
パ
ス
ツ
ー
ル
の
言
葉
）
と
い
う
か
ら
、
人

並
外
れ
た
驚
異
的
集
中
力
の
持
続
こ
そ
彼
ら
が
天
才
と
呼

ば
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

　

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
生
涯
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ト
リ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
教
授
で
あ
っ
た
時
期
（
一
六
六
九

－

一
七
〇
一
年
）
と
、
造
幣
局
監
事
（
一
六
九
六
年
）、
そ

し
て
長
官
（
一
六
九
九

－

一
七
二
七
年
没
ま
で
）
で
あ
っ

た
時
期
の
大
き
く
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

　

少
し
込
み
入
っ
た
経
緯
か
ら
、
一
九
三
六
年
に
ニ
ュ
ー

ト
ン
の
遺
稿
を
含
め
た
遺
品
が
競
売
に
付
さ
れ
た
時
に
、

Ｊ
Ｍ
ケ
イ
ン
ズ
は
そ
の
約
半
分
を
落
札
し
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
が
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
含
ま
れ
て

い
た
手
稿
を
精
査
し
て
ケ
イ
ン
ズ
は
驚
愕
し
た
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
錬
金
術
に
関
す
る
手
稿
で
、
重
力
の
こ
と
も
微

積
分
の
こ
と
も
光
の
ス
ペ
ク
ト
ル
実
験
の
こ
と
も
書
か
れ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
冒
頭
に
引
用
し
た

ケ
イ
ン
ズ
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
の
講
演
記
録
で
あ
る

「
人
間
ニ
ュ
ー
ト
ン
」
の
中
で
、
彼
を
「
最
後
の
魔
術

師
」、「
片
足
を
中
世
に
置
き
、
片
足
は
近
代
科
学
へ
の
途

を
踏
ん
で
い
る
」
と
評
し
た
理
由
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ト
ン
は
四
〇
代
半
ば
で
教
え
子
で
あ
っ
た
大
蔵

大
臣
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
推
挙
に
よ
り
造
幣
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局
監
事
と
な
っ
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
時
代
の
俸
給
は

一
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
（
副
収
入
を
加
え
れ
ば
約
二
〇

〇
ポ
ン
ド
）
が
、
そ
の
数
年
後
に
造
幣
局
長
官
と
な
っ
た

時
の
俸
給
は
そ
の
二
〇
倍
の
二
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
生
家
は
ヨ
ー
マ
ン
（
独
立
自
営
農

民
）
で
あ
り
、
早
く
に
父
親
を
亡
く
し
、
母
が
再
婚
し
た

た
め
、
祖
母
の
手
で
育
て
ら
れ
、
決
し
て
資
産
家
で
は
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
証
券
投
資
は
経

済
的
に
余
裕
の
で
き
た
造
幣
局
長
官
時
代
か
ら
始
ま
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

四
　

冒
頭
に
引
用
し
た
彼
の
言
葉
は
、
し
ば
し
ば
南
海
バ
ブ

ル
で
大
損
を
被
っ
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
そ
れ
を
嘆
い
て
発
し

た
言
葉
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
、
近
年
の
研
究
で

は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
南
海
バ
ブ
ル
の
時
を
除
い
て
は
、
生

涯
に
わ
た
る
証
券
投
資
で
大
き
な
損
失
は
出
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
基
本
は
国
債
と

優
良
株
へ
の
長
期
投
資
で
、
短
期
売
買
の
記
録
は
南
海
バ

ブ
ル
の
時
期
に
止
ま
っ
て
い
る
。
何
よ
り
も
、
彼
と
同
居

し
て
い
た
愛
姪
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
バ
ー
ト
ン
に
残
し
た
遺

産
目
録
か
ら
、
三
万
ポ
ン
ド
を
越
え
る
資
産
（
約
五
億

四
、
〇
〇
〇
万
円
）（
大
部
分
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
株

と
南
海
会
社
株
）
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
は

堅
実
な
投
資
に
よ
っ
て
資
産
を
築
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
そ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
み
て
も
、
泡
沫
会
社
禁

止
令
（T

he Babble A
ct

）
制
定
の
原
因
と
な
っ
た
胡

散
臭
い
新
設
企
業⑶

に
は
目
も
く
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

も
っ
と
も
、
後
世
の
人
々
が
あ
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
で
さ
え

南
海
株
投
機
に
よ
っ
て
損
失
を
被
っ
た
と
皮
肉
を
込
め
て

投
機
の
非
合
理
性
を
は
や
す
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
と
い

う
の
は
、O

dlyzko

［2018

］
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
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ニ
ュ
ー
ト
ン
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
国
債
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
銀
行
株
、
南
海
会
社
株
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
南

海
バ
ブ
ル
の
初
期
の
頃
（
一
七
二
〇
年
四
月
）
に
株
価
の

上
昇
に
食
指
を
動
か
し
、
国
債
の
売
却
金
で
南
海
株
を
追

加
的
に
購
入
し
、
短
期
に
保
有
し
た
後
、
そ
の
売
却
に

よ
っ
て
二
万
ポ
ン
ド
の
利
益
を
上
げ
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
も
株
価
は
よ
り
急
激
に
上
昇
が
続
い
た
た
め
、
六
月
頃

よ
り
四
回
に
わ
た
っ
て
買
い
戻
し
た
が
、
そ
れ
が
株
価
の

ピ
ー
ク
を
記
録
し
た
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
全

体
と
し
て
は
南
海
会
社
株
投
資
で
二
万
ポ
ン
ド
（
約
三
億

六
、
〇
〇
〇
万
円⑷

）
の
損
失
を
被
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
株
価
上
昇
の
ト
レ
ン
ド
を
読
み
切
れ
ず
、
売
り
の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
早
過
ぎ
、
高
値
掴
み
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

確
か
に
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
と
っ
て
も
相
場
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
捉
え
る
こ
と
は
天
体
の
規
則
的
な
運
行
を
予
測
す
る

よ
り
も
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
注
）

⑴　

ア
ラ
ブ
世
界
の
飲
み
物
で
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
に
入
っ
て

く
る
の
は
一
七
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
最
初
の
コ
ー

ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
が
登
場
す
る
の
は
一
六
五
二
年
の
こ
と
で
、
そ
の
後

一
大
ブ
ー
ム
と
な
り
一
八
世
紀
初
め
に
は
三
、
〇
〇
〇
軒
を
数
え
た

と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
は
様
々
な
職
業
の
人
た
ち
の
溜
ま
り
場
で
、
連

絡
場
所
と
し
て
利
用
し
た
り
、
商
品
や
証
券
の
売
買
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
中
か
ら
、
ロ
イ
ズ
保
険
引
受
組
合
（
ロ
イ
ズ
・
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ

ウ
ス
）、
証
券
取
引
所
の
ル
ー
ツ
（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ズ
・
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ

ウ
ス
）、
ま
た
郵
便
制
度
が
生
ま
れ
た
。

⑵　

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義

の
精
神
』
は
こ
の
問
題
に
対
す
る
嚆
矢
と
な
っ
た
画
期
的
な
業
績
で

あ
る
（
ウ
ェ
ー
バ
ー
・
テ
ー
ゼ
）（
大
塚
［
一
九
七
七
］）。
し
か
し
、

近
年
の
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
、
中
産

階
級
の
経
済
合
理
性
、
資
本
主
義
の
精
神
の
間
の
因
果
関
係
に
つ
い

て
否
定
的
な
見
方
が
強
い
。

⑶　

マ
ッ
ケ
イ
［
二
〇
〇
四
］
に
は
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
一
部
八
六
社

の
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
傑
作
は
、「
大
き
な
利
点
が
あ
る

が
、
そ
れ
が
何
な
の
か
は
だ
れ
に
も
分
か
ら
な
い
事
業
を
運
営
す
る

会
社
」、「
永
久
に
運
動
を
続
け
る
車
輪
を
取
り
扱
う
会
社
」
で
あ

る
。
ま
た
、「
鉛
か
ら
銀
を
抽
出
す
る
会
社
」
の
よ
う
な
錬
金
術
ま
が

い
の
事
業
も
あ
る
（
五
七

－

六
〇
頁
）。



9―　　―

アイザック・ニュートンと南海泡沫事件（サウス・シー・バブル）

⑷　

こ
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
南
海
株
投
機
に
よ
る
損
失
額
二
万
ポ
ン
ド
の

現
在
の
円
へ
の
換
算
に
つ
い
て
は
、
人
に
よ
っ
て
一
億
円
か
ら
一
〇

億
円
の
幅
が
あ
る
。
根
拠
と
な
る
現
在
の
ポ
ン
ド
価
値
と
為
替
レ
ー

ト
に
言
及
し
て
い
る
記
述
が
皆
無
な
の
で
、
ラ
フ
な
推
計
を
し
て
み

た
。

　
　

ま
ず
、Currency Converter: 1270-2017 

に
よ
り
一
七
二
〇

年
の
二
万
ポ
ン
ド
が
二
〇
一
七
年
に
何
ポ
ン
ド
に
な
る
か
を
計
算
し

た
。
結
果
は
二
三
二
万
二
、
一
五
〇
ポ
ン
ド
（
一
七
二
〇
年
の
一
ポ

ン
ド
は
二
〇
一
七
年
に
は
一
一
六
・
一
一
ポ
ン
ド
で
あ
る
）
に
な
っ

た
。
次
に
、
二
〇
一
七
年
の
為
替
レ
ー
ト
、
一
ポ
ン
ド
＝
一
五
一
円

で
円
換
算
す
る
と
、
三
億
五
、
〇
三
二
円
に
な
る
。
二
〇
二
一
年
六

月
現
在
の
ポ
ン
ド
・
円
レ
ー
ト
は
一
五
四
円
で
あ
り
、
両
国
の
イ
ン

フ
レ
率
の
差
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
二
〇
一
七
年
以
降
の
両
国

の
物
価
水
準
は
大
き
く
は
乖
離
し
て
い
な
い
の
で
、
現
在
円
へ
の
換

算
は
一
ポ
ン
ド
＝
一
万
八
、
〇
〇
〇
円
と
し
た
。
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